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お互いの文化を楽しむ時代
　韓国における文化施策は、現在のよう
に経済発展する以前は制度や施設整備に
力を注いできました。やがて急速な経済
発展と民主主義の定着によって、人々は
10年程前からいわゆるK-POPや韓流映画
などのコンテンツに注目するようになり
ました。その内容は自由奔放なものも
あって、「自由主義すぎる」と眉をひそめる
年配者もおられるほどです。また、金大中
大統領（在任：1998～2003年）時代に日本
文化の輸入が緩和されたこともあって、
今では日本の映画や小説も多く見られま
す。日本の小説がベストセラーの上位に
ランクされることも珍しくありません。
　とはいえ私の学生時代（1960～70年
代）は、「親日」という言葉は「愛国」の反対
を意味するものでした。日本の文化はも
ちろん、多くの人は日本語を勉強することにも抵抗感を
もっていました。しかし両国の経済交流が活発になるにし
たがって反日的な考えはどんどんなくなり、今や両国の若
者を中心にお互いの文化を楽しむことは日常的で、両国間
の文化交流はもはや話題にもならなくなりました。

外国に来た感じがしない
　現在、日本には約2万8千人の韓国人留学生がおり、そのう
ち約2千人が関西で学んでいます。一方、韓国には約4千人の
日本人留学生がいます。また、査証相互免除協定（2006年3月
1日）によって、観光や語学研修などで韓国を訪れる日本人
はビザなしで3か月間滞在できるようになるなど、両国の距
離はますます近くなりました。
　現代文化の面でも両国の差異はあまりなく、私は22年ぶ
りに日本へ赴任しましたが、外国に来たという感じがあま
りしません。韓国料理も浸透しています。日本で知られてい
る韓国料理の多くは庶民料理で、これがじつに美味しい。ま
た、日本ではあまり知られていませんが、韓国の南西部にあ
る全羅道（チョルラド）地方の料理もおすすめです。肉や魚、
野菜など豊富
な食材を使い、
一度に何種類
もの料理を並
べて楽しみま
す。食いしん坊
の私はついつ
い食べ過ぎて

しまうのですが、妻からはいつも体重を気にするよう言わ
れるので、家では控えめにしています。

異なる文化を共通の資産に
　韓国では儒教的な道徳観が浸透しているといわれます
が、これも両国で差異はないと感じます。日本では今でも
『忠臣蔵』の物語が好まれていますし、混んだ電車で若い人
が高齢者に席を譲る風景を見かけます。
　私は韓国人も日本人も文化的には同じ壺の中に住む者同
士で、異なる文化も共通の資産だと思っています。だから韓
国人と日本人の異なる考え方を交えることで、新しい価値
観や文化コンテンツも創造できると思います。シェイクス
ピアがイタリア文化をもとに『ロミオとジュリエット』を書
いたように、韓国人が『忠臣蔵』をモチーフにした映画を
作ったり、演劇に歌舞伎を取り入れたり、あるいは日本人が
韓国の小説を映画化することもできるでしょう。そうする
ことで両国の文化資源が2倍にも3倍にもなり、韓国と日本
の創造的な文化交流につながると思います。

　韓国料理や韓流ドラマ、K-POPなどが日本で日常化しているように、韓国でも日本の映
画や小説の人気が高い。「現代の文化や道徳観に韓日の差異はほとんどない」と語る李総領
事に、近年の状況や今後両国の文化が共に発展していくためのお考えについて伺った。
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21世紀はアジアの時代といわれる。
発展著しいアジアの活力を取り込むことは、
日本の新たな成長戦略につながる。
そして、その鍵となるのが高度な人材の育成・交流と活用。
いかにしてアジアの優れた人材を引き寄せ、
あるいは関西・大阪から育て送り出していけるのか。
2012年を迎えアジア情勢が激動するなか、
高度な人的、知的、文化的交流を通して
日本とアジアが創造的な関係を築くために、
今こそ、その実践が求められている。

－ アジア・ゲートウェイ構想を振り返りつつ －
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日本の文化戦略と
国際化時代の人材育成
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駐大阪大韓民国総領館にて

全羅道料理（写真提供：駐大阪大韓民国総領事館）
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